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■支援の背景
　従来、農作業機械の操作は電気的な接点のON/OFFをスイッチなどによって操作していまし
た。近年、操作の自動化や簡略化機能を装備し、より使いやすく付加価値の高い農作業機械の開
発が求められるようになり、コンピュータを用いた制御が採用されています。今回、依頼企業に
おいて、信頼性及び操作性の向上を目的にスイッチやアクチュエータを制御する制御機器と、グ
ラフィカルな操作パネルを採用した操作機器をCAN（Control Area Network）接続して農作業機
械を制御する通信・制御システムを開発しました。

■支援の要点
１．制御機器の制御方法の検討
２．操作機器のユーザインターフェースの検討
３．通信・制御システムの設計
４．通信・制御システムの動作試験と評価

■支援の成果
１．ソフトウェア開発環境の整備を行ったので、効率よいソフトウェア開発を行うことができま

した。
２．通信・制御の仕様を検討し、機能性及び信頼性の高い通信・制御ソフトウェアを開発しました。
３．ソフトウェアによる機器の制御で信頼性・操作性を向上させることができました。
４．通信・制御システムを搭載したポテトハーベスタを商品化できました。
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